
左はセンター試験の平均点（2018年度は河合塾予想）。
英数国の主要教科では、英語（リスニング）、国語で平均点がダウ
ンした。
理科②、地歴公⺠では科⽬間の平均点差は⼩さく、得点調整はない
⾒込み。

右はセンター・リサーチ参加者の「英語（筆記）」、「数学Ⅱ・数
学B」の得点分布（※）。
両科⽬とも平均点はほとんど変化がなかったものの、いずれも成績
上位層が昨年より減少している。今年のセンター試験では、⾼得点
が取りづらい状況だったことがうかがえる。
※得点分布は河合塾センター試験⾃⼰採点集計「センター・リサーチ」のもの
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こちらは国公⽴⼤の受験を狙う７科⽬型受験者の⽂系・理系別の得
点分布（※）。
⽂系・理系ともに、難関⼤合格の⽬安となる８割（720点）以上の
成績層が減少している。
１枚⽬で、英語、数学などで⾼得点が取りづらくなっている様⼦を
紹介したが、その結果が７科⽬型の分布にも反映されている。

※得点分布は河合塾センター試験⾃⼰採点集計「センター・リサーチ」のもの
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センター試験受験者の８割超の⽅から寄せられた河合塾の⾃⼰採点
集計（センター・リサーチ）の概況。今年の「センター・リサーチ
」の参加者数は445,158⼈。データ件数の前年⽐は100％と前年並
み。

⽂系・理系別では、⽂系で1％増、理系で2％減と、「⽂⾼理低」
となっている。

教科型別では、国公⽴⼤志望者が中⼼となる７科⽬型は99％と減
少した⼀⽅、私⽴⼤志望者が中⼼となる３教科型は102％と増加。

3©Kawaijuku Educational Institution.

左側は国公⽴⼤志望動向の全体概況。
国公⽴⼤⼊試の中⼼となる前期⽇程の出願予定者数は前年⽐99％
となっている。
中期⽇程では前年⽐107％と増加しているが、新たに中期⽇程を実
施する⼤学・学部がある影響が⼤きい。

右側は⼤学グループ別の状況。
旧帝⼤を中⼼とした難関10⼤学は前年⽐100％となっているのをは
じめ、各グループとも全体では前年並みとなっている。
⽂理別にみると、理系学部はいずれのグループにおいても⽂系学部
の前年⽐を下回っており、「⽂⾼理低」の傾向となっている。
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学部系統別では、「⽂・⼈⽂」「社会・国際」「経済・経営・商」
など⽂系学部で増加、「⼯」「農」など理系学部で減少している。
教育系では課程を問わず出願予定者が減少しており、不⼈気となっ
ている。医学科も出願予定者が減少しており、競争緩和が期待でき
そうな状況。
「総合・環境・⼈間・情報」のなかでは、近年のニーズの⾼まりを
背景に情報系の学部が⼈気を集めている。「⼯」の情報分野も同様
に⼈気である。

右側の折れ線グラフは、センター・リサーチでの系統別出願予定者
の占有率をみたもの。各年度とも全体の出願予定者数を100として
、各系統の出願予定者の占有率の推移を表す。
ここ数年、社会科学系の⼈気上昇が続いているが、今年は⼀層その
⼈気が⾼まっている。⼀⽅、医療系、理学系、農学系、教育系など
は減少傾向にある。2018年度⼊試においても、こうした系統⼈気
が継続してみられる。
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2018年度は新設の公⽴⼤学・学部で中期⽇程や別⽇程など変則的
な募集をする⼤学が⽬⽴つ。

中期⽇程には、2017年度に公⽴化した⻑野⼤や、新設の⻑野県⽴
⼤が加わる。
また、⼭陽⼩野⽥市⽴⼭⼝東京理科⼤が新設する薬学部も中期⽇程
で実施する。この⼤学の薬学部には、募集⼈員90名に対して1,286
⼈の出願予定者が集まっている。

別⽇程には、新設の公⽴⼩松⼤が加わる。
また、2018年度より公⽴⼤学法⼈化する諏訪東京理科⼤は、2018
年度⼊試は私⽴⼤として⾏うため、他の国公⽴⼤学とは別の⽇程で
の⼊試となる。
こうした別⽇程で実施する⼤学は、分離分割⽅式とは別に出願でき
るため、多くの出願が予想される。
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